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はじめに 
このたびは本製品をご購入頂きまして、まことにありがとうございます。 

本書はロードセルアンプMX-8800についての取り扱い方法、操作手順、注意事項などを説明したもの 

です。 

ご使用の前によくお読みください。 

また、いつでもご利用いただけるよう、大切に保管してください。 

 

ご確認ください。 
MX-8800の梱包の中には以下の機器、付属品が入っております。ご使用前にこれらが揃っていること 

をご確認ください。 

●MX-8800本体   1台 

●取付金具    1式（左右） 

●取付用ビス   2ヶ（M3×8） 

●背面端子カバー 2ヶ 

 

梱包には万全を期しておりますが、万一不足品、破損品が有りましたら、弊社まで（巻末記載）ご連絡 

ください。 

 

お断り 
型式、名称、仕様等の記載内容については、予告なく変更する事があります。 

あらかじめご了承ください。 
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株式会社 ティアンドティ 

１．概要 

      本機は、ロ－ドセルアンプ用に開発した高精度、多点リミッター出力のフォトカプラ出力型アン

プです。 

      電源電圧はＤＣ２４Ｖで、電源入力及び信号入出力は端子台で接続できます。 

 

      特長 

       ①オ－トゼロ・・・・・ワンタッチで表示を“０”にします。 

②風袋引き ・・・・・前面スイッチにて風袋重量を削除します。風袋値又は、内容量値を 

           入力し風袋引き表示する事が出来ます。 

③ホールド ・・・・・背面入力端子、前面スイッチにより表示をホールドする事が出来ます。 

④積算表示・・・・・・計測入力の積算回数を選択することにより変動の激しい測定物を 

           安定して表示することが出来ます。 

⑤ゼロトラッキング・・センサーゼロ点の変動を追従して表示を常にゼロにする事が出来ます。 

       ⑥６チャンネル設定出力・・・・・ 

               ６チャンネルのリミッターが用意されております。 

各チャンネルは上限、下限を自由に設定可能、出力はフォトカプラ 

にて、出力され、パルス出力、デイレー出力、表示安定検出動作等を

選択できます。 

⑦キャリブレーション機能の強化 ・・・・・ 

           実重検定、ロードセルデータによる表示、変換係数入力による表示、

                  工場出荷時の検定データ保護による御客様でのキャリブレーション 

ミス防止等の機能を用意しております。 

⑧アナログ出力・・・・０～５Ｖのアナログ出力を用意しております。５Ｖ出力は任意の表示 

値へ値を合わせることが出来ます。又、オプションにて４～２０ｍＡ 

出力を用意しております。 

⑨通信機能・・・・・・オプションにてＲＳ２３２Ｃ、ＲＳ４８５出力を用意しております。 

 

２．性能及び仕様 

  ２－１型式 

   ＭＸ－８８００－□□－□□ 

                  ＜アナログ出力＞ 

      ＶＯ：０～５Ｖ出力 

      ＣＯ：４～２０ｍＡ出力 

＜Ｉ／Ｆ機能＞ 

        空白：リミッタ-出力及び、入力端子のみ 

        ＲＳ：ＲＳ２３２Ｃ機能付(６項：拡張機能参照) 

         ４８：ＲＳ４８５機能付 

     

  ２－２表示部 

   ＜計測表示部＞ 

            ①文字高さ １０ｍｍ 赤色ＬＥＤ、５桁 

            ②表示値    －１９９９９～９９９９９（最大１／１００００精度） 

   ＜検知設定表示部＞ 

            ①文字高さ ８ｍｍ 赤色ＬＥＤ、４桁、２点選択表示 

            ②表示値    －１９９９～９９９９ 
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＜状態表示部＞ 

①検知表示  ６点 ２色ＬＥＤ 

            上限設定検知時 緑色表示 

            下限設定検知時 赤色表示 

            ②風袋表示 緑色ＬＥＤ  

      ③ホールド表示 赤色ＬＥＤ 

      ④シフト表示 緑色ＬＥＤ 

 

  ２－３検知機能 

            ①検知設定 

・６点（上限、下限動作） 

・出力動作（ａ、ｂ接点切換） 

・ヒステリシス幅 １～１００デジット可変 

・比較対象 総重量、内容量選択 

            ②検知出力 

              ・フォトカプラ出力 

              ・シンク電流    ３０ｍＡ 

              ・コレクタ－損失  １００ｍＷ  

              ・コレクタ－エミッタ間耐電圧 ５５Ｖ 

 

  ２－４一般仕様 

   ①電源            ＤＣ２４Ｖ±１０％  使用電源に関しては電流制限付き 

                       電源を使用すること。 

            ②消費電流          約３００ｍＡ 

            ③重量              約６００ｇ 

            ④使用温度範囲      ５℃～４０℃（屋内） 

            ⑤使用湿度範囲      ８０％ｒｈ以内（但し、結露しない事） 

      ⑥使用環境     設定環境 ：１ 

                汚染度  ：２ 

            ⑦外観寸法          Ｈ４８×Ｗ９６×Ｄ１１２（突起物を含まず） 

 

  ２－５付属品                   

            ①取付金具          １式 （左右） 

            ②取付用ビス        ２ケ （Ｍ３×８） 

            ③端子台カバ－      ２ケ 

！  



                                 仕様書番号：SM-166 Rev.05 

- 3 - 

株式会社 ティアンドティ 

  ２－６外形寸法図 
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３．操作方法 

      ３－１フロントパネル機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①計測表示部 

        計測値及び、各種設定値を最大５桁にて表示します。 

    ②リミッター設定表示部１ 

       リミッター１～６のいずれかの設定値を表示します。（モード設定により表示を選択します。） 

  ③リミッター設定表示部２ 

       リミッター１～６のいずれかの設定値を表示します。（モード設定により表示を選択します。） 

    ④風袋引き表示ランプ 

        計測表示が風袋引きされた表示の時、ランプが点灯します。 

    ⑤ホールド表示ランプ              

        計測表示をホールドしているときに点灯します。 

    ⑥％表示ランプ 

        オプション機能操作時点灯します。 

    ⑦リミッター動作ランプ  

        リミッター１～６の検知動作状態を表示します。緑点灯時、上限動作設定の状態、赤色点灯時、 

下限動作設定の状態になり、検知時表示が点滅します。リミッター機能を使用していないとき 

は消灯の状態になります。 

  ⑧ＳＨＩＦＴ表示ランプ 

    スイッチ機能切換時に点灯、スイッチ入力がロック状態の時、点滅表示します。 

    ⑨ＭＯＤＥスイッチ  

        各リミット設定、キャリブレーション、各種設定等や、設定値を確認する時に使用します。 

    ＭＯＤＥ設定中及び、⑩ＳＨＩＦＴ機能動作中はＲＥＳＥＴスイッチとして動作します。 

  ⑩ＳＨＩＦＴスイッチ 

    スイッチ機能切換時に使用します。ＭＯＤＥ設定中は、各設定への切換スイッチとして動作し 

ます。 

    ⑪ＴＡＲＥ（風袋引き）、▲（ｕｐ）、Ｐ（ピークホールド）スイッチ 

       計測表示中は風袋重量を削除する時に機能します。 ＭＯＤＥ設定中は、ｕｐスイッチとして 

働き、設定値の変更又は、機能選択をするときに押します。 

⑩ＳＨＩＦＴスイッチＯＮでホールド機能が働き、このスイッチを押すことによりピークホ 

ールドを開始します。 
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    ⑫ＺＥＲＯスイッチ、▲（カラムシフト）、Ｈ（ホールド）スイッチ 

        計測表示中は表示をゼロにする時に使用します。ＭＯＤＥ設定中は、設定値の変更桁を移動す 

るときに押します。⑩ＳＨＩＦＴスイッチでホールド機能動作中は表示ホールドとして機能し 

ます。 

  ⑬ＴＡＲＥＯＮ／ＯＦＦスイッチ（風袋引き切換）、▼（ｄｏｗｎ）、Ｖ（バレーホールド）スイ

ッチ 

       計測表示中は表示値を内容量か、総量表示に切換る時に使用します。 

ＭＯＤＥ設定中は、ｕｐスイッチとして働き、設定値の変更又は、機能選択をするときに押し 

ます。 ⑩ＳＨＩＦＴスイッチＯＮでホールド機能が働き、このスイッチを押すことによりピ 

ークホールドを開始します。 

    ⑭ＥＮＴＥＲスイッチ 

        各種設定時の設定値入力を行う時に使用します。又、計測表示中はENTERスイッチを繰り返し

押すことにより、リミッター設定表示部（VALUE1,VALUE2）にリミッター設定値（ch1～ch6の

値）を一時的に表示させて見ることができます。 

 

３－２リヤパネル機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①電源入力、センサー入力端子台 

 

ＮＯ Ｓｉｇ 名 称 

１ ＤＣ２４Ｖ 電源入力ＤＣ２４Ｖ＋ 

２ ＧＮＤ 電源入力ＧＮＤ 

３ Ｏｕｔ 電圧出力＋ 

４ ＧＮＤ 電圧出力－ 

５ ＥＸＣ＋ 印加電圧＋ 

６ ＥＸＣ－ 印加電圧－ 

７ ＳＩＧ＋ 出力信号＋ 

８ ＳＩＧ－ 出力信号－ 

９ Shield シールド線 

Ｎｏ．１、２ ＤＣ２４Ｖ，ＧＮＤ 

  電源入力用の端子部です。 

  入力電圧は、ＤＣ２４Ｖ±１０％まで入力可能、消費電流２００ｍＡ以下。 

Ｎｏ．３，４ アナログ出力，ＧＮＤ 

  ０～５Ｖのアナログ出力端子です。負荷抵抗１ｋΩ以上。 

Ｎｏ．５～９ センサー入力端子です。 

 

②

① ③

④

-+
DC24V Out GND Sig-Sig+Exc-Exc+ GND

HoldResZeroCom L6L5L4L3L2L1

F.G
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  ②－ａ入出力端子台(標準仕様) 

 

ＮＯ Ｓｉｇ 名 称 

１ ＣＯＭ リミッター出力共通コモン端子 

２ Ｌ１ リミッター出力ｃｈ１ 

３ Ｌ２ リミッター出力ｃｈ２ 

４ Ｌ３ リミッター出力ｃｈ３ 

５ Ｌ４ リミッター出力ｃｈ４ 

６ Ｌ５ リミッター出力ｃｈ５ 

７ Ｌ６ リミッター出力ｃｈ６ 

８ Ｚｅｒｏ ゼロ入力 

９ Ｒｅｓ リセット入力 

１０ Ｈｏｌｄ ホールド入力 

 

Ｎｏ．１～６ リミット出力ｃｈ１～ｃｈ６ 

  リミッター検知時フォトカプラが動作します。 

        各フォトカプラ出力の接続は下記図の様に接続して下さい。                       

                                                                                  

                                                                                      

  

                                                                                       

                                                           ※各出力はリミッター出力切換設定 

                               によりａ接点，ｂ接点が自由に 

切り替えられます。 

                                                            

                                                             

                                     

                                                      

 

 

 

  

 

 

 

 

   Ｎｏ．８，９，１０ 外部制御入力端子 

          外部制御入力端子です。各入力端子は下図の様に接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L1

L2

L3

L4

COM

L5

O TU

MOC

V42CD

NIL6

MX-8800側

フォトカプラ絶縁
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  ②－ｂ入出力端子台(ＲＳ２３２ｃ仕様タイプ) 

 

ＮＯ Ｓｉｇ 名 称 

１ Ｌ１ リミッター出力ｃｈ１ 

２ Ｌ２ リミッター出力ｃｈ２ 

３ Ｌ３ リミッター出力ｃｈ３ 

４ Ｌ４ リミッター出力ｃｈ４ 

５ Ｌ５ リミッター出力ｃｈ５ 

６ Ｌ６ リミッター出力ｃｈ６ 

 

Ｎｏ．１～６ リミット出力ｃｈ１～ｃｈ６ 

  リミッター検知時フォトカプラが動作します。 

        各フォトカプラ出力の接続は下記図の様に接続して下さい。                       

                                                                                  

                                                                                      

  

                                                                                       

                                                           ※各出力はリミッター出力切換設定 

                               によりａ接点，ｂ接点が自由に 

切り替えられます。 
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GND

オープンコレクタ出力
又は、リレー出力

MX-8800側 制御側
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L2

L3

L4

L5

O TU

MOC

V42CD

NIL6

MX-8800側

フォトカプラ絶縁

DC24V-



                                 仕様書番号：SM-166 Rev.05 

- 8 - 

株式会社 ティアンドティ 

③Ｆ・Ｇ（フレームグランド）端子 

     フレームグランドは、必ずアースに接続して使用して下さい。 

 

④取り付け金具 

    パネル取り付け時には、取り付け金具でパネルに固定して下さい。 

 

４．ＳＨＩＦＴスイッチについて 

４－１ＳＨＩＦＴスイッチによるスイッチ機能切換について 

     ＳＨＩＦＴスイッチを１回押すとＳＨＩＦＴ表示ランプが点灯し、スイッチが以下の動作に

切り換わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＲＥＳＥＴスイッチ（リセット） 

   ホールド状態の解除するときに押します。 

②ＳＨＩＦＴスイッチ（シフト） 

   ホールド機能のスイッチ入力状態を解除するときに押します。 

③Ｐスイッチ（ピークホールド） 

   ピークホールド（計測表示の最大値保持）を開始したいときに押します。 

④Ｈスイッチ（ホールド） 

   計測表示をホールドしたい時に押します。 

⑤Ｖスイッチ（バレーホールド） 

バレーホールド（計測表示の最小値保持）を開始したい時に押します。 

 

※背面制御入力端子の“Ｒｅｓ”端子入力は①の機能，“Ｈｏｌｄ”は③、④、⑤の機能と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△

SHIFTMODE

△ P H

△

V
ENTER

ZEROTARE

ON/OFF

SHIFT

P H

V

△△

△

ZEROTARE

ON/OFF

RESET

ENTER

ピークホールド

①リセット

③

⑤バレーホールド

④ホールド

②シフト
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４－２ＳＨＩＦＴスイッチによるキーロック操作について 

   ＳＨＩＦＴスイッチを約４秒間押し続けると、ＳＨＩＦＴ表示ランプが点滅し、各スイッチ

のキー操作がロックされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    解除するには、ＳＨＩＦＴキーを再度約４秒間押し続けます。 

（ＳＨＩＦＴ表示ランプの点滅が消えるまで押し続ける。） 

 

５．ＭＯＤＥ設定について 

 ５－１ＭＯＤＥ設定時のスイッチ機能    

ＭＯＤＥスイッチを押すとスイッチの機能が以下のように変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＲＥＳＥＴスイッチ（リセット） 

   ファンクション設定モードを解除する時に押します。 

②ＳＨＩＦＴスイッチ（シフト） 

   ファンクション設定を１つ上の設定へ戻るときに押します。 

③ＵＰスイッチ 

   設定数値を１つカウントアップするときに押します。 

④ＤＯＷＮスイッチ 

   設定数値を１つカウントダウンするときに押します。 

⑤カラムシフトスイッチ 

設定値の桁を１桁移動するときに押します。 

  ⑥ＥＮＴＥＲスイッチ 

設定値決定時に押します。 

 

 

 

 

 

△

SHIFTMODE

△ P H

△

V
ENTER

ZEROTARE

ON/OFF

SHIFT

ZEROTARE

ON/OFF

RESET

HP

V
ENTER△

△ △

①リセット

④ＤＯＷＮ

③ＵＰ

⑤カラムシフト

②シフト

△
SHIFTMODE

△ P H

△

V
ENTER

ZEROTARE

ON/OFF

SHIFT

P H

V

△△

△

ZEROTARE

ON/OFF

RESET

ENTER

点滅する

キー入力がロック状態になる
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＜操作例＞ 

  

     を押すと、計測表示から、 

 

 

 

          と数秒表示し          に変わります。 

 

 

を押して各種設定項目を選択し     で選択します。 

 

 

５－２ファンクションモード遷移について 

      各スイッチを押すと下図のように各種設定状態に遷移します。 

 

で選択して    を押すことにより各設定を行います。 

 

計測状態 

 

①リミッター設定 

                                CH1～CH6のリミッタ動作条件 

                                を設定します。 

 

 

②積算回数設定 

                               表示の計測速度を設定します。 

                              

 

 

③キャリブレーション 

                     校正条件の選択、校正、表示値 

                     の条件を設定します。 

 

④アナログ設定 

                     アナログ出力の条件を設定し 

                     ます 

 

 

⑤ゼロ･トレーディング設定 

                     計測表示のゼロ表示を補正す 

                     る条件を設定します。 

 

 

⑥ＲＳ２３２ｃ通信設定 

ＲＳ２３２ｃオプションが 

選択されていない時は機 

能しません。 

MODE

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO

ENTER

ENTER△

V

ON/OFF

△ P

TARE

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"MODE"

"MODE"
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①リミッター設定  

 リミッター動作設定には７項目の設定条件があり、CH1～CH6まで独立して設定値の入力を行います。 

           でチャンネルを選び、   で選択したチャンネルの設定モードになります。 

 

 

 

 

 

 

                            リミッター値設定   →①－１参照 

                             CH1～CH6のリミッター値を設定し 

                              ます。 

 

 

                            ヒステリシス幅設定  →①－２参照 

                               リミッター設定値のヒステリシス 

                              幅を設定します。 

 

 

                            動作設定選択     →①－３参照 

                              リミッターの検知動作を設定しま 

                              す。 

 

 

                            リミッター比較条件選択→①－４参照 

                              総量比較か内容量比較かを設定し 

                              ます。 

 

 

                            リミッター出力状態設定→①－５参照 

                              検知・未検知の出力の導通状態を 

                              設定します。 

                               

 

                            リミッター出力条件設定→①－６参照 

                              リミッターの動作状態が変化した 

                              ときの出力動作のタイミングを設 

                              定します。 

 

 

                            表示部選択      →①－７参照 

                              リミット値を表示させる位置を設 

                              定します 

 

                            安定検出時間設定   →①－８参照 

                              CH1～CH6の安定検出動作時の動作 

                              条件を設定します。 

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"ENTER"

"ｶﾗﾑｼﾌﾄ"

"UP""DOWN"

"UP""DOWN"

リミッター出力設定で、"stb"が選択された場合のみ

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

ENTER△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO
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①－１．リミッター値設定 

     リミッターを動作させたい値へ合わせます。 

 

 

 

                                を押すとリミット値の入力 

                                モードになり、最下位の桁 

                                が点滅します。 

 

               1回押すごとに、桁が左へ移動するので、変更したい桁を選択し 

 

を押して、数値をUP、DOWNさせて、任意の値に設定後 

 

               を押して登録します。 

 

 

①－２．ヒステリシス幅設定 

     ヒステリシス幅は、通常工場出荷時’３’デジットに合わせてあります。 

(計測物のゆれが大きく表示変動が激しい場合は、リミッター設定値付近では、チャタリン

グ等の現象が発生する為ヒステリシス幅を大きく取ってください。) 

     １～２００まで設定することができます。 

  

 

 

                                

                                を押すとヒステリシス幅入力 

                                モードになります。 

                                 

 

               1回押すごとに、桁が左へ移動するので、変更したい桁を選択し 

 

を押して、数値をUP、DOWNさせて、任意の値に設定後 

 

               を押して登録します。 

 

 

 

 

"ENTER"

"ENTER"

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

ENTER

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"ENTER"

"ENTER"

ENTER

ENTER

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO

ENTER
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①－３．動作設定選択 

     リミッター設定値に対しての動作を設定します。 

           でリミッター動作を選択します。 

 

        で決定します。    で戻った場合、設定は記憶されません。 

      

 

 

 

 

                              ・上限動作:設定値以上 

                               になるとリミッター 

                               が動作します。 

 

                                                                                

                                                            ・下限動作:設定値以下 

                               になるとリミッター 

                               が動作します。 

 

 

 

                                                            ・動作停止:設定値に関 

                               係なくリミッターが 

                               動作しなくなります。 

 

 

     ＣＨ3、ＣＨ4を選択した場合のみ 

        表示されます。 

 

                                                             ・Ｇｏ動作：下図参照 

                                

 

 

 

 

                  

                   ・H、Lは各リミッタの設定で、”uPP”、”doun” 

                         の設定により、Go動作を選択したリミッタ 

                         以外のL1～L6になります。 

 

                        

 

 

 

 

 

   ＜Ｇｏ動作＞ 
△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

△ H
ZERO

"ENTER"

"ENTER"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"UP""DOWN"

"UP""DOWN"

"UP""DOWN"

"ENTER"

"ENTER"

"ENTER"

リ
ミ
ッ
タ
ー
設
定
値

H

L
"doun"

"uPP"

ON ON

ON OFF

OFF

H

L

Go OFF

OFF

ON OFF ON OFF

経過時間
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①－４．リミッターの比較条件 

     リミッター設定値を総量に対して比較させるか内容量に対して比較させるか選択します。 

     計測表示が総量表示で、比較条件が内容量設定されたり、内容量表示に対し、比較条件が 

総量に設定されている場合は、リミッターの動作が表示と合わないことになります 

 

        で比較条件を選択します。 

  

     で決定します、    で戻った場合は、現在の状態は記憶されません。 

 

 

 

 

 

                              ・・・総量比較 

 

 

 

 

 

                              ・・・内容量比較 

 

 

 

 

①－５．リミッター出力状態設定 

     リミッター出力の状態をａ接点動作するか、ｂ接点動作にするか選択します。 

 

       で選択します。 

 

    で登録します。 

 

 

 

 

 

 

                                  ・Ａ接点 

                                    ＮＯ動作 

 

 

 

 

                                  ・Ｂ接点 

                                    ＮＣ動作 

 

 

 

"ENTER"

"ENTER"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"UP""DOWN"

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

△ H
ZERO

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

"ENTER"

"ENTER"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"UP""DOWN"
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①－６．リミッター出力条件設定 

     ①―６－１ リミッターの出力条件を設定します。以下の６種類の出力方法があります。 

       で選択します。 

 

    で登録します。 

 

 

 

 

 

 

                               通常  

                                通常の動作設定 

 

 

 

                               パルス出力 

                          未検知から検知時になった時、 

指定時間ＯＮ状態になります。 

 

 

                         オンデイレー動作 

未検知から検知になった時、指 

定時間ＯＮ状態を遅らせます。 

 

 

                         オフデイレー動作 

１回押すごとに桁が左                  検知から未検知になった時、指 

へ移動するので、変更                  定時間ＯＦＦ状態を遅らせま 

したい桁へ移動して                     す。 

 

を押して、任意                 オンオフデイレー動作 

の値に設定後                   未検知時、検知時共に指定時間 

ＯＮ、ＯＦＦ状態を遅らせます。 

   を押して登録します。 

 

                         安定表示、待ち動作 

計測状態不安定時、表示安定を 

指定時間待ち、安定検出後リミ 

ッター動作を開始します。 

不安定状態が指定時間をオー 

バーした場合、安定したあとの 

指定時間を待ち、リミッター動 

作を再開させます。 

 

 

 
△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

"ENTER"

"ｶﾗﾑｼﾌﾄ"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"ENTER"

"ENTER"

の部分は、2～5の数字になります。

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO

ENTER
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①－７．表示部選択 

     リミット値の表示に関する設定をします。 

 

       で選択します。 

 

    で登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  ・表示しない 

 

 

 

 

 

                                  ・ＶＡＬＵＥ１に表示 

                                   します。 

 

 

 

 

                                  ・ＶＡＬＵＥ２に表示 

                                   します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"ENTER"

"ENTER"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

の部分は、選んだCH 1～CH 6に対応する数字になります。

"UP""DOWN"

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER
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①－８．安定検出時間設定 

     リミッター出力条件設定で、安定表示待ち動作を指定した場合に設定が必要になります。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 表示値が緩やかに変化している場合は安定状態としてリミッターが動作する場合があります。 

    （１～２秒で表示が１デジットぐらいの変化の場合） 

 

 

 

 

                               不安定の待ち時間を設定します。 

                               最下位桁は0.1秒単位になります。 

 

                                     で数値を選んで 

 

                               で桁を移動   で決定します。 

 

                               安定後の待ち時間を設定します。 

                               最下位桁は0.1秒単位になります。 

 

                                     で数値を選んで 

 

                               で桁を移動   で決定します。 

 

 

 

経過時間

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

ﾘﾐｯﾀｰ動作は停止

状態を継続する。

過していなければ

安定しても５秒経

動作ﾘﾐｯﾀｰ動作 ﾘﾐｯﾀｰ動作停止

表示安定 不安定 安定安定不安定

不安定設定時間 安定指定時間

L4

L3

L2

L1

L4

L3

L2

L1

リ
ミ
ッ
タ
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設
定
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以下に、リミッター動作設定の状態遷移図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ENTER

UP

UP

UP

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

"F12" "ch2"

"F13" "ch3"

"F14" "ch4"

"F15" "ch5"

"F16" "ch6"

"F1x1" "Adj"

"F1x2" "HyS"
UPDOWN

"F1x3" "Cnd1" "F1x31" "uPP"

"F1x34" "nonE"

"F1x4" "Cnd2"

"F1x42" "nET"

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

ENTER

ENTER

"F1x5" "Cnd3" "F1x51" "A"

UPDOWN

ENTER

"F1x52" "b"

ENTER

ENTER

点線部は各チャンネル毎の設定

ＣＨ１
"F11" "ch1"

ＣＨ２

ＣＨ３

ＣＨ４

ＣＨ５

ＣＨ６

リミッター値設定

ヒステリシス幅設定

動作設定選択

リミッター比較条件

リミッター出力

リミッター設定値入力

ヒステリシス幅入力

上限動作

下限動作

動作停止

総量比較

ａ接

ｂ接UPDOWN

"F1x6" "Cnd4"

リミッター出力

UPDOWN

ENTER

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UP

"F1x7" ""

UPDOWN

表示部選択 VALUE1選択

VALUE2選択

表示しない

"F1x71" "dsp1"

"F1x72" "dsp2"

"F1x73" "nonE"

"F1x32" "doun"

"F1x41" "GrSS"

UPDOWN

UPDOWN

内容量比較

条件設定

状態設定

UPDOWN

UPDOWN

ENTER
通常

パルス出力

ONデイレー動作

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

OFFデイレー動作

デイレー動作

安定待ち動作

"F1x61" "stnd"

"F1x62" "PuLS"

"F1x63" "ondL"

"F1x64" "oFdL"

"F1x65" "dLY"

"F1x66" "stb"

ENTER

出
力
遅
延
時
間
入
力

UP

UP

DOWN

DOWN

"F12" "ch2"

"F1x42" "nET"

"F1x41" "GrSS"ENTER

ENTER

ENTER

安定後待ち時間設定

不安定時待ち時間設定

"表示安定待ち"を選択時有効
点線部はリミッター出力条件で安定検出時間設定

各チャンネルのリミッター出力条件設定で、"安定待ち動作”が選択された

場合に機能が有効になります。

Go動作･･･CH3、CH4のみ有効
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②積算回数設定 

 計測表示の計測スピードを設定します。数値が低いほど計測が早くなりますが、表示精度がばらつき

ます。数値を大きくすると計測速度は遅くなりますが、表示が安定します。 

 

     を押すと桁が左へ移動します。 

 

        で１桁目は１～９、２桁目は１か２を入力します。 

 

     で登録します。 

 

 

                               ・１～１２の任意の数値を 

                                入力します。 

 

  

 

 

 

                               ・数秒間表示して、前の表示に 

                                戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示スピード 

（計測スピード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動平均値 計測速度 内部積算回数

1 0.04sec 1 

2 0.07sec 2 

3 0.15sec 4 

4 0.3sec 8 

5 0.5sec 16 

6 1sec 32 

7 2sec 64 

8 5sec 128 

9 10sec 256 

10 22sec 512 

11 45sec 1024 

12 1.5min 2048 

"ENTER"

"ENTER"

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

△ H
ZERO
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③キャリブレーション 

キャリブレーションの設定は以下の項目があります。 

 

 

 

 

 

                            実荷重検定    →③―１参照 

                             センサーへ分銅等を載せ校正を 

行います。 

 

 

                            データ入力    →③―２参照 

                             センサーのデータを元に、校正 

                             値を設定します。 

 

 

 

                            小数点表示位置  →③―３参照 

                             計測表示値の、小数点表示位置 

を設定します。 

 

 

 

                            最小表示値設定  →③―４参照 

計測表示値を何単位で変化させ 

るかを設定します。（1、2、5、 

10単位の中から選択できます） 

 

                            風袋値設定    →③―５参照 

                             風袋値を直接入力、設定します。 

 

 

                            設定値入力    →③―６参照 

      校正入力した実荷重による検定、 

センサーデータを入力する等価 

入力校正、製品出荷時の校正値 

等の設定値を選択することに 

より計測表示させます。 

 

 

                            変換値設定    →③―７参照 

                             計測した値を使い、変換表示さ 

せたい時に使用します。 

 

 

 

"ENTER"

"ｶﾗﾑｼﾌﾄ"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"
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③―１ 荷重検定 

   センサーへ分銅等を載せ校正を行います。 

   

  校正を行う前に５分以上のランニングを行ってください。 

  校正時は、なるべくセンサーの定格負荷までの分銅を用意してください。 

                                  ・０点入力 

                                   センサーを無負荷にし 

                                   て   を押します。 

 

 

 

                                  ・計測中です。 

                                   数秒間’_ _ _ _ _’が 

                                   表示されます。 

 

 

 

                                  ・最下位の桁が点滅したら 

                                   スパン値を入力し 

   を押します。 

 

 

 

・登録するスパン値を確認 

し、定格荷重の分銅を載 

せ   を押します。 

 

 

 

                                  ・計測中です。 

                                   数秒間’_ _ _ _ _’が 

                                   表示されます。 

   １回押すごとに桁が左 

   へ移動するので、変更 

   したい桁へ移動して                      ・再度０点の入力をします。 

                                   センサーを無負荷にし 

      を押して、任意                      て   を押します。 

      の値に設定後 

      

   を押して登録します。 

                                  ・計測中です。 

                                   数秒間’_ _ _ _ _’が 

                                   表示されます。 

                                   その後’END’と表示さ 

れ校正終了です。 

 

（注）実加重検定を行うと、③－６‘rCAL’のデータとして登録されます。     

"ENTER"

"ENTER"

"ENTER"

"ENTER"

"ENTER" 数秒表示後

数秒表示後

ENTER

ENTER

ENTER

ENTER△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO

ENTER
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③―２ データ入力 

  センサーのデータを元に、校正値を設定します。 

 

                                                              ・スパン値を入力します。   

      

で登録します。 

 

                                 

 

 

                               ・センサーデータの入力をします。 

                                （μＶ/Ｖの単位で行います。） 

 

                                   で登録します。 

 

 

 

                               ・’End’を数秒間表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １回押すごとに桁が左へ移動するので、変更したい桁へ移動して      を押して、 

    

任意の値に設定後   を押して登録します。 

 

 

【例】 ５００Ｎのセンサー出力が、１．９８７５ｍＶ／Ｖである場合 

    スパン値を‘５００’ 

    センサーデータを‘１９８７５’と入力します。 

〈注〉 データ入力（等価入力校正）を行うと③－６の‘ｄＣＡＬ’のデータとして登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ENTER

ENTER

△ H
ZERO △

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

"ENTER"

"ENTER"

"ENTER"
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③―３ 小数点表示位置 

計測表示値の、小数点表示位置を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      で任意の小数点位置を選び   で決定します。 

 

数秒間’End’が表示され設定完了です。 

 

 

 

△

V

ON/OFF

△ P

TARE
ENTER

"ENTER" 数秒表示後

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"UP""DOWN"

"ENTER"

は、選択した小数点位置になります。

数秒表示後
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③―４ 最小表示値設定 

計測表示値を以下の単位で、変化する様に設定します。 

 

 

      で任意の表示値を選び   で決定します。 

 

数秒間’End’が表示され設定完了です。 

 

 

 

 

 

                                   計測値‘0、1、2、3･･･’ 

                                   と表示させます。  

 

 

 

 

                                   計測値‘0、2、4、6･･･’ 

                                   と表示させます。  

 

 

 

 

                                   計測値‘0、5、10･････’ 

                                   と表示させます。  

 

 

 

 

                                   計測値‘0、10、20････’ 

                                   と表示させます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△

V

ON/OFF

△ P

TARE
ENTER

"ENTER" 数秒表示後

"UP"

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"DOWN"

"UP""DOWN"

"UP""DOWN"

"ENTER"

は、'1','2','5','10'の

選択した最小表示値になります。
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③―５ 風袋値設定 

設置状態にて、風袋スイッチによる風袋引きができない状態の場合で、風袋値の値が既知である場

合に風袋引きの値を入力することができます。 

 

   １回押すごとに桁が左へ移動するので、変更したい桁へ移動して      を押して、 

    

任意の値に設定後   を押して登録します。 

 

                                ・０ ～ センサー定格の範囲で 

                                 設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"ENTER"

"ENTER"

△ H
ZERO △

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER
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③―６ 設定値入力 

校正した設定値を選択することにより計測表示させます。 

 

 

      で任意の設定値を選び   で決定します。 

 

数秒間’End’が表示され設定完了です。 

 

 

 

 

 

 

                                 ・工場出荷時の設定値を選択 

 

 

 

 

 

                                 ・実荷重による校正値を選択 

 

 

 

 

 

                                 ・センサーデータ入力による 

                                  等価校正データを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"ENTER" 数秒表示後

"UP"

"UP"

"DOWN"

"DOWN"

"UP""DOWN"

"ENTER"数秒表示後

"UP""DOWN"

は、選択した'CALF','rCAL','dCALを表示します。

△

V

ON/OFF

△ P

TARE
ENTER
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③―７ 変換値設定 

計測した値に対し、変換表示させたい時に使用します。 

 

変換機能の有効／無効を      で選択します。 

                              

 

 

 

 

 

                         ・・・無効 

 

                                 どちらかを選択し   で 

                                 決定します。 

 

                         ・・・有効 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        最大５桁の値を入力出来ます。 

                              で数値を選び、   で桁を移動 

                         

                        して、   で決定します。 

 

 

                        マイナス指数部の入力をします。 

                              で数値を選び   で決定します。 

                         

                       

                          

 

                       【例１】kgf表示での値に対し、N表示させたい場合 

                           1kgf=9.80665Nなので 

変換値入力を’98067’ 

                           ﾏｲﾅｽ指数部入力を’4’と入力します。 

  

                       【例２】N表示での値に対し、kgf表示させたい場合

                           1N=0.1019716kgfなので 

変換値入力を’10197’ 

                                                      ﾏｲﾅｽ指数部入力を’5’と入力します。 

 

 

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

ENTER

△

V

ON/OFF

△ P

TARE

△ H
ZERO

ENTER

△

V

ON/OFF

△ P

TARE
ENTER

"ENTER"

"UP""DOWN"

"ENTER"

"ENTER"

数秒表示後

"ENTER"

場合は以下の設定を行います。

「有効」を選択した
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④アナログ設定 

 アナログ出力（５Ｖ又は２０ｍＡ）の値を表示値に合わせます。 

 アナログ出力値は表示値に対し、総量、風袋、又は極性を選択して設定します。 

 

 

 

 

 

 

                                                   出力値設定 

                                で数値を選び   で桁の移動 

            

                          し   で決定します。 

 

 

                           比較対象を選択します。 

 

                         ・・・総量 

 

                                        で選択して 

 

                                     で決定します。 

                                 

                         ・・・内容量 

 

 

 

 

                           出力極性を選択します。 

 

                         ・・・プラス 

  

                                        で選択して 

                                   

                                     で決定します。 

 

                         ・・・マイナス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"ENTER"

"UP""DOWN"

"ENTER"

"UP""DOWN"

"ENTER"

"ENTER"

数秒表示後
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以下に、キャリブレーション設定操作での状態遷移図を示します。 
MODE

RESET(MODE)

UP

UP

DOWN

DOWN

"F1" "Ｌｉ"

ENTER

UP

ENTER

DOWN

UP

UP

DOWN

UPDOWN

ENTER

SHIFT

ENTER

SHIFT

ENTER

SHIFT

DOWN

ENTER

SHIFT

計測表示 リミッター設定

実荷重検定
SHIFT

ENTER

キャリブレーション

データ入力

小数点位置設定

最小単位設定

風袋値設定

ゼロ点データ計測

スパン値設定

スパンデータ計測

スパン値入力

ゼロ点データ計測

"F2" "FiLL"

移動平均処理設定

"F3" "CAL" "F31" "rCAL"

"F32" "dCAL"

"F33" "dPAJ"

"F34" "unin"

"F35" "tArE"

ENTER

ENTER

ENTER

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

0

0.0

0.00

0.000

0.0000

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

"F3x2" "Odin"

"F3x4" "SPni"

"F3x6" "Odin"

un_1

un_2

un_5

un_10

"F3x3" "SPAn"

スパン値設定
"SPni"

センサーデータ入力
"SnSr"

ENTER

スパン値入力

ENTER

ENTER

センサーデータ入力

ENTER

SHIFT
設定値選択

"F36" "CSEL"

UPDOWN

UPDOWN

UPDOWN

'CALF'

'dCAL'
UPDOWN

変換値設定
"F37" "Cnr"

'rCAL'

風袋設定値入力

ENTER

ENTER

UPDOWN

UPDOWN

ENTER ENTER

変換値入力

ENTER

UPDOWN

逆数入力

'cnrd'

'cnrE'
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⑤ゼロトレーディング 

  ゼロトレ－ディングは表示値が安定している状態で、“０”表示に対し、指定された設定値の 

範囲内の変化で、設定時間経過している場合に機能します。 

 又、電源を一度切断した場合、現在のゼロトレ－ディング値は消えてしまうため、必要に応じて 

“ＺＥＲＯ”スイッチを押して、ゼロ点補正を実施して下さい。 

 

                        機能の有効／無効を      で選択します。 

 

 

 

 

 

                          

                         ・・・・無効 

 

                                 どちらかを選択し   で 

                                 選択します 

 

 

                         ・・・・有効  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ・表示補正する変動幅を入力します。 

                               で数値を選び   で桁を移動 

       

                          し   で決定します。（単位は秒です。） 

 

 

                         ・表示補正までの待ち時間を設定します。 

                               で数値を選び   で桁を移動 

 

                          し   で決定します。（単位は秒です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

"ENTER"

"UP""DOWN"

"ENTER"

"ENTER""ENTER"

場合は以下の設定を行います。

「有効」を選択した

数秒表示後

△

V

ON/OFF
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⑥ＲＳ２３２Ｃの設定 

ボーレート(９６００又は４８００)の設定が可能です。 

          で選択して   で決定します。 

 

                                

 

                                    

                             ・・・無効 

 

 

 

 

                             ・・・有効 

 

 

 

 

                             ・ボーレートの選択 

 

                                         

 

                             ・・・４８００bps 

 

 

 

 

          

・・・９６００bps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"ENTER"

"UP""DOWN"

"ENTER"

数秒表示後

"UP""DOWN"

"ENTER"

数秒表示後

△
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６．拡張機能 

  ＭＸ－８８００は拡張機能にて以下の種類を装備しております。各機能により背面パネル、端子は

以下のように変わります。 

 

６－１標準機能 

    背面パネルは標準の外観通りになります。 

①アナログ出力（ＤＣ０～５Ｖ） 

②リミッター出力（６ｃｈ） 

③外部制御入力（３点） 

  以上の項目は本文中を参照。 

 

 

６－２電流出力（４～２０ｍＡ） 

背面パネルは標準の外観通りになり、０～５Ｖのアナログ出力から電流出力（４～２０ｍＡ） 

が出力されます。電流出力は全てのオプションに用意する事が出来ます。 

    負荷抵抗 ２５０Ω以下にて使用して下さい。 

 

６－３通信機能 

 背面パネル外観が以下の様になります。外部入力は用意されておりません。 

①ＲＳ２３２Ｃタイプ 
  

GNDExc+ Exc- Sig+ Sig-GNDOutDC24V
+ -

L1 L2 L4 L5 L6L3

RS232C

F.G

 
 

  
②基本通信仕様 

     ボーレート：９６００／４８００ ｂａｕｄ    

       (ソフトウェアスイッチにより切り替え可能) 

  スタートビット：１ ｂｉｔ 

  ストップビット：１ ｂｉｔ 

  パリティー  ： 無し 

  データ長   ：８ ｂｉｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                 仕様書番号：SM-166 Rev.05 

- 33 - 

株式会社 ティアンドティ 

７．ＲＳ－２３２Ｃ通信機能 

 

本仕様書は、ロードセル・圧力センサー用指示計である 型名 ＭＸ－８８００のＲＳ－２３２ｃ 

通信機能における通信手順及びコマンドについて説明してあります。 

本仕様書では、ＲＳ－２３２ｃ通信回線への送信手順、コマンド種類、データ詳細について 

説明してありますので、良くお読みいただき正しい通信制御をして頂くようお願い致します。 

 

７－１ 通信仕様 
  

①基本通信仕様 

     ボーレート：９６００/４８００ ｂａｕｄ    

       (ソフトウェアスイッチにより切り替え可能) 

  スタートビット：１ ｂｉｔ 

  ストップビット：１ ｂｉｔ 

  パリティー  ： 無し 

  データ長   ：８ ｂｉｔ 

 
  

②通信手順 

  ＭＸ－８８００はホストからの通信データーを受け取ると、そのデーター上のコマンドを解

釈し処理を開始します。通信データーには、ホストからＭＸ－８８００に対し送信される「設

定コマンド・データ」と「データ要求コマンド」、そしてＭＸ－８８００からホストに返送

され「返送データ」があります。「設定コマンド・データ」の場合には、受信するのみで終

了となり「データ 要求コマンド」の場合には、ＭＸ－８８００は要求されたデータを「返

送データ」として返送します。 

 
  

③パケット詳細 

  送信データは下記の構成となっています。 

  また送信データは全てＡＳＣｌｌコードにて行います。 

  「コマンド設定」  「コマンド」  「データ」  「ターミネータ」 

    1byte       1byte又は   可変長     1byte(0D) 

2byte         
    

④コマンド種類 

  「Ｓ」：設定コマンド・データ 

    ホストからＭＸ－８８００に対し設定値を送信する場合に使用します。「Ｓ」コマンド

の場合ＭＸ－８８００からの返送データはありません。 

  「Ｒ」：データ要求コマンド 

    ホストからＭＸ－８８００に対し現在の計測値やその他のデータを要求する場合に使

用します。「Ｒ」のコマンドの場合ＭＸ－８８００から受信完了後直ちにデータが返送

されます。 

  「Ａ」：返送データ 

    ＭＸ－８８００がホストに要求されたデータを返送する時のコマンド種類です。 
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  ⑤コマンド 

      コマンドは下記の2byte ASCll文字を使用します。 
  

    <「Ｓ」コマンド種類 > 「ホストからＭＸ－８８００へ送信時に使用」 

       (1)・リミッター設定 ：[Ｌ][ｘ] 

        

         各リミッターチャンネル番号に相当する 

        1byteの値。(‘１’～‘６’) 

       (2)・リミッター安定検出時間設定：[Ｌ][Ｓ] 

       (3)・風袋設定    ：[Ｔ][Ｓ] 

       (4)・風袋解除    ：[Ｔ][Ｒ] 
  

        

<「Ｒ」コマンド種類 > 「ホストからＭＸ－８８００へ送信時に使用」 

・リミッターデータ要求 ：[Ｌ][ｘ] 

        

          各リミッターチャンネル番号に相当 

する1byteの値。(‘１’～‘６’) 

又は安定検出動作指定の1byteの値(‘Ｓ’) 

        ・重量データ要求 ：「Ｗ」 

 

    <「Ａ」コマンド種類 > 「ＭＸ－８８００からホストへ送信時に使用」 

         ・重量データ要求に対する返送 ： 「Ｗ」   
    

     ⑥データ 

     データはコマンド種類によりデータ長が異なります。 

    <「Ｓ」コマンドの場合 > 

       (1)・リミッター設定 ：[ｘｘｘ．ｘ],[ｘｘｘ],[ｘ],[ｘ],[ｘ],[ｘ],[ｘｘｘｘ] 

                   ａ     ｂ   ｃ  ｄ  ｅ  ｆ   ｇ 

                     

  ａ：リミッター設定値(符号,小数点付、最大６バイトのデータ) 

 

           ｂ：ヒステリシスデータ(‘１’～‘２００’までの３バイトデータ) 

 

           ｃ：動作設定データ(以下の1byteの値を使用します。) 

                ‘０’：上限動作 

                ‘１’：下限動作 

‘２’：動作停止 

‘３’：ＧＯ動作(Ｌ３,Ｌ４のみ有効) 

 

           ｄ：比較設定データ(以下の1byteの値を使用します。) 

‘０’：総量値比較 

                ‘１’：内容量比較 

 

           ｅ：出力状態設定データ(以下の1byteの値を使用します。) 

‘０’：ａ接点動作 

                ‘１’：ｂ接点動作 
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ｆ：出力条件設定データ 

‘０’：通常動作 

                ‘１’：パルス出力 

‘２’：ＯＮデイレー動作 

                ‘３’：ＯＦＦデイレー動作 

‘４’：ＯＮ/ＯＦＦデイレー動作 

                ‘５’：安定検出動作(安定検出動作と指定した場合次項(2)のコマ

ンドを続けて送出し設定する必要がありま

す。) 

 

ｇ：ｆ項で‘１’～‘４’を選択した時に１０ｍＳ単位の数値を設定します。 

最大値‘１０００’(１０秒)まで設定が可能です。 

 

注．各ａ～ｆの設定データは、‘，’で区切って省略することが可能です。 

省略時は、以前のデータが保持されます。 

 

(2)・リミッター設定(安定検出時間の設定)[Ｌ][Ｓ]：[ｘｘｘ],[ｘｘｘ] 

                                 ａ    ｂ  

             ａ：表示不安定時のリミッター検出待ち時間を最大３バイトのデータで指定し

ます。(１０ｍＳ単位の値を指定します。例えば５秒の場合‘５００’) 

 

           ｂ：表示安定後のリミッター検出待ち時間を最大３バイトのデータで指定しま

す。(１０ｍＳ単位の値を指定します。例えば５秒の場合‘５００’) 

 

(3)・風袋設定[Ｔ][Ｓ]：データは不要です。 

      (4)・風袋解除[Ｔ][Ｒ]：データは不要です。 

   

 

     <「Ｒ」コマンド > 

・リミッターデータ要求 ：[Ｌ][ｘ] 

        

          各リミッターチャンネル番号に相当 

する1byteの値。(‘１’～‘６’) 

        ・重量データ要求「Ｗ」：データは不要です。 

 

    <「Ａ」コマンド > 

・リミッター設定データの返送 ：[Ｌ][ｘ]，[ｘｘｘ．ｘ],[ｘｘｘ],[ｘ],[ｘ],[ｘ] 

                              ａ     ｂ   ｃ  ｄ  ｅ 

 

                               [Ｓ]コマンドで送信する値と

同様の値が返送される。 

                          各リミッターチャンネルに相当する1byte

の値。 

       ・実重量値の返送「Ｗ」：4 byte ASCllで返送します。 
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 ⑦ターミネータ 

    データパケットの終了文字として ASCllコード [CR] (0D) を使用します。 

    すべてのデータパケットはターミネータ [CR] (0D) で終了します。 

 

 
  
７－２ 具体的送信例 

  <「Ｓ」コマンド > 
  

    ①リミッター設定 

     (例)ＭＸ－８８００の‘Ｌ１’のリミッター設定をリミッター設定値を‘１０．５’ 

ヒステリシス‘５’上限動作、総量比較、ｂ接点動作にする。 

 

  [Ｓ]  [Ｌ１] [ ，] [１ ０ ．５] [ , ] [５] [ , ] [０] [ , ] [１]  [CR] 

ASCll 53 4C 31  2C    31 30 2E 35   2C  35    2C   30    2C   31  OD 

ｺﾏﾝﾄﾞ種類 ｺﾏﾝﾄﾞ ﾃﾞﾘﾐﾀ  ﾘﾐｯﾀｰ設定値 ﾃﾞﾘﾐﾀ       ﾃﾞﾘﾐﾀ      ﾃﾞﾘﾐﾀ        ﾀｰﾐﾈｰﾀ   

                    ﾋｽﾃﾘｼｽﾃﾞｰﾀ 比較設定ﾃﾞｰﾀ 出力設定ﾃﾞｰﾀ 

        

②風袋設定：「ＴＳ」 

     (例)ＭＸ－８８００の風袋設定を行う。 

       [Ｓ]     [Ｔ][Ｓ]     [CR] 

      ASCll 53     54 53      0D 

コマンド種類   コマンド    ターミネータ 

          (注)データはなし 

    

③風袋解除：「ＴＲ」 

  (例)ＭＸ－８８００の風袋解除を行う。 

     [Ｓ]     [Ｔ][Ｒ]     [CR] 

    ASCll 53     54 52       0D 

     コマンド種類   コマンド    ターミネータ  

            (注)データは無し 

 

 
 
<｢Ｒ｣コマンド > 

 
    「ホストからＭＸ－８８００へ送信時に使用」 

   
①重量データ要求：「Ｗ」 

(例)ＭＸ－８８００の現在の実重量値を要求する。 

 [Ｒ]     [Ｗ]     [CR] 

ASCll 52     57        0D 

コマンド種類   コマンド    ターミネータ 
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  <「Ａ」コマンド > 
 
    「ＭＸ－８８００からホストへ送信時に使用」  

 
 

    ①データ要求に対する返送：実重量要求「Ｗ」コマンドに対する返送 

ホストからの[Ｗ]コマンドにより現在の重量値を要求された場合のＭＸ－８８００からの

返送データ 

     (例)ＭＸ－８８００の現在重量値が２１５(Ｎ)の場合 

      [Ｄ]     [Ｗ]    [２ １ ５]    [CR] 

     ASCll 44     57     32 31 35      0D 

        コマンド種類  コマンド  実重量データ  ターミネータ 

 

(例)ＭＸ－８８００の現在重量値が－１０．５(Ｎ)の場合 

      [Ｄ]     [Ｗ]    [－ １ ０ . ５]   [CR] 

     ASCll 44     57     2D 31 30 2E 35     0D 

コマンド種類  コマンド  実重量データ  ターミネータ 

 

       ②データ要求に対する返送：リミッター設定値要求「Ｌ」コマンドに対する返送 

ホストからの[Ｌ３]コマンドにより現在の重量値を要求された場合のＭＸ－８８００から

の返送データ 

     (例)ＭＸ－８８００の現在のＬ３の設定値が以下になっている場合 

       ・リミッター設定値  ：‘３０．０’ 

       ・ヒステリシス幅   ：‘３’ 

       ・動作設定      ：下限動作 

・リミッター比較条件 ：内容量 

・出力動作      ：ａ接点動作 

・リミッター出力条件 ：パルス動作，５００ｍＳ出力 

 

[Ｄ] [Ｌ３][，][３０ . ０][, ] [３][, ][１][, ][１][, ][０][, ][１][, ][５００][CR] 

ASCll 44  4C 33 2C 33 30 2E 30 2C  33  2C 31 2C 31 2C 30 2C 31  2C 35 30 30 OD 

ｺﾏﾝﾄﾞ種類 ｺﾏﾝﾄﾞ    ﾘﾐｯﾀｰ設定値 ﾃﾞﾘﾐﾀ ﾃﾞﾘﾐﾀ  ﾃﾞﾘﾐﾀ  ﾃﾞﾘﾐﾀ    ﾃﾞﾘﾐﾀ  ﾃﾞﾘﾐﾀ    ﾀｰﾐﾈｰﾀ 

     ﾃﾞﾘﾐﾀ         ﾋｽﾃﾘｼｽﾃﾞｰﾀ     出力設定ﾃﾞｰﾀ  ﾘﾐｯﾀｰ出力条件ﾃﾞｰﾀ 

比較設定ﾃﾞｰﾀ    出力動作ﾃﾞｰﾀ       出力時間 
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８．各種設定データ規定値 

製品出荷時に設定されている各種機能の既定値を以下に記載します。 

設定項目 設定項目名称 設定値 備考 

ＣＨ１    

   “AdJ” リミッター値 “1000”  

“HyS” ヒステリシス幅 “3” ３デジット 

“cnd1” 検知動作設定 “upp” 上限動作 

      “cnd2” 比較条件設定 “GrSS” 総量比較 

      “cnd3” 出力動作設定 “A” ａ接点動作 

      “cnd4” 出力条件設定 “Stnd” 通常動作 

      “dPoS” 表示設定 “dSP1” ＶＡＬＵＥ１に表示 

ＣＨ２    

      “AdJ” リミッター値 “2000”  

“HyS” ヒステリシス幅 “3” ３デジット 

“cnd1” 検知動作設定 “upp” 上限動作 

      “cnd2” 比較条件設定 “GrSS” 総量比較 

      “cnd3” 出力動作設定 “A” ａ接点動作 

      “cnd4” 出力条件設定 “Stnd” 通常動作 

      “dPoS” 表示設定 “dSP2” ＶＡＬＵＥ２に表示 

ＣＨ３    

      “AdJ” リミッター値 “3000”  

“HyS” ヒステリシス幅 “3” ３デジット 

“cnd1” 検知動作設定 “upp” 上限動作 

      “cnd2” 比較条件設定 “GrSS” 総量比較 

      “cnd3” 出力動作設定 “A” ａ接点動作 

      “cnd4” 出力条件設定 “Stnd” 通常動作 

      “dPoS” 表示設定 “nonE” 表示しない 

ＣＨ４    

      “AdJ” リミッター値 “4000”  

“HyS” ヒステリシス幅 “3” ３デジット 

“cnd1” 検知動作設定 “upp” 上限動作 

      “cnd2” 比較条件設定 “GrSS” 総量比較 

      “cnd3” 出力動作設定 “A” ａ接点動作 

      “cnd4” 出力条件設定 “Stnd” 通常動作 
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設定項目 設定項目名称 設定値 備考 

      “dPoS” 表示設定 “nonE” 表示しない 

ＣＨ５    

      “AdJ” リミッター値 “5000”  

“HyS” ヒステリシス幅 “3” ３デジット 

“cnd1” 検知動作設定 “upp” 上限動作 

      “cnd2” 比較条件設定 “GrSS” 総量比較 

      “cnd3” 出力動作設定 “A” ａ接点動作 

      “cnd4” 出力条件設定 “Stnd” 通常動作 

      “dPoS” 表示設定 “nonE” 表示しない 

ＣＨ６    

   “AdJ” リミッター値 “6000”  

“HyS” ヒステリシス幅 “3” ３デジット 

“cnd1” 検知動作設定 “upp” 上限動作 

      “cnd2” 比較条件設定 “GrSS” 総量比較 

      “cnd3” 出力動作設定 “A” ａ接点動作 

      “cnd4” 出力条件設定 “Stnd” 通常動作 

      “dPoS” 表示部設定 “nonE” 表示しない 

安定検知 不安定待ち時間 “0” 不安定時待ち時間0秒 

 安定待ち時間 “0” 安定待ち時間0秒 

ゼロトレーディン

グ 
有効・無効 “diS” 無効状態 

 待ち時間 “5” 待ち時間5秒 

 変動補正幅 “3” 変動幅３デジット 

移動平均処理  “4”  

キャリブレーショ

ン 
校正値選択 “rCAL” 実荷重検定値を選択 ＊注1 

 小数点位置設定 “0.00” ＊注2 

 最小表示単位 “un_1” ＊注2 

 風袋値設定 “0”  

 等価校正値 センサーによる センサーデータを入力。 ＊注3 

 実荷重校正値 センサーによる センサーと組み合わせ校正。＊注4 

  変換入力 変換表示 “diS” 無効状態 

 変換値 “98067”  

 指数 “4”  
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＊ 注1 単体出荷時は”dCAL”に設定されます。 

＊ 注2 組み合わせるセンサーにより変わる場合があります。 

＊ 注3 組み合わせるセンサーのデータが通常入力されます。 

＊ 注4 単体出荷時には設定されておりません。 
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９．保証 

      本機は正常な使用状態で発生する故障についてお買い上げ （納入日）より 

       一年間の無償修理をいたします。 

       尚、保証期間内でも以下の場合は有償修理となります。 

 

          １．火災、天災、異常電圧等による故障、損傷。 

          ２．不当な修理、調整、改造された場合。 

          ３．取り扱いが不適当のために生ずる故障、損傷。 

          ４．故障が本製品以外の原因による場合。 

 

 

      ・お断り 

          形式、名称、仕様等の記載内容については、予告なく変更する事がありますので 

          あらかじめご了承下さい。 
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製品のお問い合わせ先 

販売代理店 

株式会社テクニカル・トライ 

〒229-1113 

神奈川県相模原市すすきの町３－９ 

TEL 042-769-4661 Fax 042-752-4972 

技術的なお問い合わせ 

株式会社ティアンドティ 

〒229-1113 

神奈川県相模原市すすきの町３－９ 

TEL 042-752-4481 Fax 042-752-4972 

 


